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23年の市
内発生件

数955件※ 

「空き巣」 

声を掛けられると、多くが犯行を諦める 

８割以上は 

約8割 約8割 

「窓・ベランダ」 
侵入の5割以上が マンションなどでの 

犯行が前年比約4割増！ から 

侵入窃盗のうち最も多いのは、留
守宅を狙った「空き巣」。しかし、家
人が在宅中でも、夜間寝ている間
に侵入される「忍込み」や、日中テ
レビを見ている間などに侵入される
「居空き」も少なくありません。 

侵入口は「窓・ベランダ」が半数以上で、
「玄関」が4割ほど。どちらも無施錠が
大きな原因です。また、玄関では「鍵
の破壊」、窓・ベランダでは「ガラス破
壊」による侵入が多発しています。 

犯行を諦めた理由で一番多いのは「近所の人に声を掛けられたり、じろじろ見られ
た」。泥棒は、さまざまな人の目がある連帯感の強い地域には寄り付きにくいのです。 

多くがインターホンで留守を確認 
多くの泥棒にとって、犯行の決め手は留守であること。意外にもインターホンで確
認する場合が多いといいます。留守を悟られないことが犯行を防ぐポイントです。 

侵入に5分かかると、7割が諦める 
侵入に5分かかると7割の泥棒が諦め、10分以上かかると9割以上が諦めるといい
ます。被害を防ぐには、侵入に時間がかかるような対策をすることがとても有効です。 

しのび こ 

あ い 

■侵入窃盗の手口（平成23年） 

■侵入口と侵入手段（平成23年） ■発生場所 

空き巣 781件 

無施錠 
193件 

鍵破壊な　　　
　ど　  

120件　 

ガラス破壊 
260件 

4階建て以上の 
共同住宅 
4階建て以上の 
共同住宅 

1階建て 
その他 
57件 

その他24件 

忍込み 
135件 

居空き39件 

玄関など 
370件 

H22

H23
不明・その他 

77件 

窓・ベランダ 
508件 

侵入が容易な一戸建てや低層の共同
住宅での被害が多い中、昨年は４階建
て以上の共同住宅に侵入する犯行が
急増。「高い階だから大丈夫」という油
断に、泥棒は付け込んできます。 

1.玄関周りを下見する。 
2.留守を確認する。多くの場合、 
　インターホンを押して確認。 
3.侵入する。 

犯行の 
手順 

企業が本業の活動や専門知識
を生かして、防犯パトロールや
啓発活動などに取り組む仕組
みです。現在219社が登録し、
地域の安全に貢献しています。 

本業は、チラシなどを配るポスティング。約
700人のスタッフが、チラシ配りの際に地域
安全サポーターズの腕章を着けて、犯罪防
止のパトロール活動を徒歩で行っています。 

582件 199件 

334件 275件 346件 

354件 

地域安全 
サポーターズ あなたの会社も 

参加しませんか？ 

活動事例 

チラシを配りながら 
地域をパトロール 

「地域安全サポーターズ」への 
登録事業者を募集しています。 
詳しくは区政課（2�）へ 
お問い合わせを。 

株式会社リッド 

地域や企業による活動が 
まちの安全を 
守っています。 

市内在住  匿名（女性） 

事
件
簿
 

今年2月の夕方、帰宅
したら閉めたはずの玄
関ドアの鍵が開いてい
ました。不審に思いな

がら室内に入ると、ベランダの窓
ガラスが割られて床に散乱。テレ
ビやパソコンがなくなり、別の部屋
もタンスが開けられ衣服が散らば
っていました。一番安全であるは
ずのわが家がこんなふうに土足で
踏み荒らされるなんて…。そのとき
の怖さは今も頭から離れません。 

※住宅を対象とする件数 

 

3階建て以下の 
共同住宅など 

ここが危険！　手口や傾向を分析 

なるほど！　泥棒の行動と心理 

侵入窃盗への対策 

38.2％増 

無施錠 
224件 


